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              倫理委員会承認日：2025 年 12 月 16 日 

臨床研究へご協力のお願い 

当院では以下の研究を、亀井病院研究倫理委員会の承認ならびに理事長、病院長の許可のもと、「人を対象とす

る生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施します。対象となる患者様から直接同意をいただく

代わりに、この情報公開をもってご同意いただいているものとします。当院に保管されている診療録の情報のみ

を使用するため、患者様への新たな負担は一切ありません。また、患者様の個人情報保護に関しては最善を尽く

します。 

本研究への協力を望まれない患者様は、下記の問い合わせ先までご連絡くださいますよう、お願いいたします。

申し出ていただいた場合も、診療などにおいて患者様に不利益が生じることはありませんので、ご安心ください。 

 

【承認番号】 

2025-012 

 

【研究課題名】 

人工血管静脈吻合部狭窄に対するステントグラフト導入後 4 年間の治療と転帰 

 

【研究組織】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 

 

【研究責任者】 

濱尾 巧 

 

【研究の対象となる方】 

2021 年 1 月から 2025 年 10 月の期間に当院で人工血管内シャントにてステントグラフト内挿術を行った維持

血液透析患者 

 

【研究期間】 

研究倫理委員会承認日 ～2026 年 12 月 

 

【研究の目的と方法】 

血液透析を行うには、スムーズに脱血し返血するためにバスキュラーアクセス（VA：vascular access）が必要

です。昨今の透析導入年齢の高齢化や長期透析による自己血管による VA 造設が困難な方がおられます。そのよ

うな場合に人工血管を用いた内シャント造設が選択となります。しかしながら、人工血管においても狭窄や閉塞

の VA トラブルが発生し、VAIVT による治療介入が第一選択とされます。VA 温存のためには狭窄に伴う頻回な

VAIVT、血管損傷に伴う VA 閉鎖に至るケースなど合併症も少なくありません。ステントグラフトが VA 領域に

おいて保険適応となり新たな治療が可能となりました。当院は 2021 年に導入し、従来は温存が難しかった方に

おいても VA が長期的に維持され透析が可能となっている現状があります。この研究は、当院におけるステント
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グラフトの現状について調査することを目的としています。 

 

 

【利用する診療録の情報】 

性別、年齢、透析歴、原疾患、既往歴、VA造設年、VA治療歴、治療内容、転帰、透析情報、画像情報データ 

 

【外部への情報の提供】 

該当いたしません。 

 

【問い合わせ先】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 泌尿器科 濱尾 巧 

住所：徳島県徳島市八万町寺山 231 

電話：088-668-1177 


